相模原市消費生活センター条例の改正(案)の概要について
１　改正の趣旨
　近年、消費者被害・トラブルは、高齢化の進行や高度情報化の進展等を背景に複雑化・多様化しています。
本市では、消費者問題に関する相談体制として、電話相談にあっては消費生活総合センターで一元的に対応し、来所相談にあっては当該センター、北消費生活センター及び南消費生活センターで対応しているところ、電話相談の件数が増加する一方で、相談全体に占める来所相談の割合は減少しています。

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、マスク等の衛生用品の送り付けや給付金を狙った不審な勧誘など、市民の不安につけこむ新たな悪質商法への対処や、「新しい生活様式」に基づく非接触型の相談体制の強化が求められています。
こうした状況を踏まえ、消費生活相談員を消費生活総合センターに集約することにより電話相談の体制を強化し、あわせて、人員の集約に伴う業務の効率化をいかして消費者問題に関する啓発・教育の充実を図るため、相模原市消費生活センター条例(平成２７年相模原市条例第８４号)を改正するものです。
２　主な改正の内容　

　　消費生活センターの設置に係る規定の改正
　　北消費生活センター及び南消費生活センターを消費生活総合センターに統合し、消費生活総合センターの位置を、集約した消費生活相談員が業務を行うために十分な広さを確保できる現在の北消費生活センターの位置(相模原市緑区橋本６丁目２番１号(シティ・プラザはしもと６階))とします。
	現行
	
	改正案

	相模原市消費生活総合センター
(相模原市中央区相模原1丁目1番3号)
	
	相模原市消費生活総合センター
(相模原市緑区橋本6丁目2番1号)

	相模原市北消費生活センター
(相模原市緑区橋本6丁目2番1号)
	⇒
	

	相模原市南消費生活センター
(相模原市南区相模大野5丁目31番1号)
	
	


３　今後のスケジュール
　　令和２年　９月１７日から　
　　　　　　１０月１６日まで　
　　　　　　１２月　　　　　　市議会１２月定例会議に改正条例案を提出
　　令和３年　４月　１日　　　改正条例の施行
パブリックコメント(意見募集)の実施








